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用行義塾に関する未公刊資料「沿革誌J について(その 2)

YOHKOH-GIJYUKU, the 白rstelementary school 泊 Fukuroi in 白eMeiji era, 
and unpublished historical records ofFukuroi-Higashi Elementary School ;vol.2 
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本総規定の紙数の都合から便宜的に以下の 2 つに分け同時に発表した。

f舟行線1aに関する未公判資料 「治1(i.史 J について(その 1)J 

…以下、 本線内で略する時は r(その 1 ) J とする。

「用行義塾に関する未公判l資料「沿革史J について(その 2)J
…以下、本稿内で絡する時は r(その 2)J とする。

(承前。但し主主の醤号は継承せず)

3. W沿革誌』から得た用行義塾関連の情報一覧

~調査結果 2

今回の調査では『沿革誌』の全部に闘を通し、用行義

塾関連の情報をすべて抽出する作業を行った。その結果、

今まで知られていなかった情報を幾っか発見することが

できた。 2 セット分の『沿革誌』の中から、用行義塾及

び用行義塾関連の人物等に関する情報で、 筆者が見出し

たものをここにまとめておきたい。資料の原文を引用し

ながら関連情報をまとめたものが表 4 と表 5 である。表

の見方に関する注意事項を凡例として下に示した上で、

次頁以下に表を掲出する。

なお判読が困難な一部の文字について静岡理工科大学

教育開発センター教職支援室の沼倉昇先生 (2014 年度当

時) 、 問 ・ 伊藤律夫先生のおカ添えを得た。ここに記して

感謝の意を表する次第である。

《表 4 ・ 表 5 の凡例》

・ 表中の最左欄に示した「情報No.J の左側数値は、表 1 (ßIJ掲(そ

の 1) 所収)の「資料No. J を指す。「情報ぬJ の布仮!1 r -J の
次に掲げた数字は、その資料中に見られた舟行義整関連の情

報を登場般にナンバリングしたものである。従って、例えば

r t育報No.I-IJ は、資料 1 の中で舟行義塾に関する情報として

登場する 1 番目のものという意味になる。ffl.し筆者が調査を

して見つけた情報に便宜的に付した呑号であり、それ以上の

特別な意味はない。情報源を示す必要がある場合に使利であ

ろうと判断して付したものである。

・ 資料原文は縦番きである。

2016 年 2 月 22 日受理

会総合情報学部人間情報デザイン学科

- 原文の!日字体 ・ 略字体 ・ 異体字等は現在の通常の字体に直し

た。但し『廿j は f二十j とせず「廿J のままとした。

・ 原文の抜き書き音B分で濁点がある場合と無い場合があるが、

すべて原文通りである。

- ノレビはすべて小柴が付したもので原文にはない。なお、/レビ

のように付している r-V-V J は「原文のままJ の意味である。

[ ) が付されている部分は小栗による注記を示す。最右欄

の fここから分かる用行豪華塾関連の事柄J には [ ) はない

が、ここも全て小莱の文である。

・ 小楽の注記に出てくる「戸倉~資料J については、拙稿「用

行幾重きと戸倉新資料のことJO静岡理工科大学』第 23 巻、

2015 年利、所収)を参照のこと。

4. W沿革誌』の情報から見る用行差塾~考察 1

(4-1)用行差益の記録と既存文献

表 4 ・ 表 5 は『沿革誌』から抜書きして整理したもの

なので、情報としては最も正維なものである。しかし、

このままでは分かり難いので、ここから判明した用行義

塾に関する情報について、以下、内容別に紹介したい。

まず、 用行義塾そのものに直接関係する情報を紹介す

る。用行義塾に関する記述で最もまとまっている部分は、

『沿革誌第一編.n r第二章学校制定ノ諸規定J r第

一節 本校設置前ノ概況j に書かれた記録である(表 4

の情報No.1-1。以下、情報の場所を表す場合は、 情報No.の

みで記す)。現在も袋井東小学校に残る f版木J の両面に

~IJまれている内容が、 そこで紹介されている。当該箇所

の『沿2革存誌』の家題では 「諸規程J と苦舎幸かれているが、

実際に記されている内容は用行義塾の《設立趣意書)) (時

間割を含む)と f規貝則IJJ の 2 つである {ω1ο}

この 2 つの文番は用行義塾に関する数少ない l 次資料

でで、あり1、既存の文献でもよく紹介されてきたものである。

それが『沿草誌』にもそのまま記載されていた。
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表 4 ~沿革誌 (袋井東小学校) ~ から得た用行豊島塾関連の情報

|資料ぬ 1 ~1lの『沿革誌(袋井東小学校) ~ より

|資料中で右の抜書|
情報ぬ 1;;;7}~;;;;1 原文の抜き書き |ここから分かる用行組関連の輔|き文宣言がある場所|

1 -1 I r第一編J r第二 |一、用行義塾ノ関カル、ヤ左ノ諸規程ヲ定ム |→「夫レ人ノ ・ ・・ j 以下の文章も、 『袋
2在 学校制定ノ諸| 夫レ人ノ人タノレノ道ヲ知リ士農工商其ノ業トスノレ所ヲ学|井市史 ・ 史料編』で紹介されている『用
規定J r第一節 | ビ身ヲ安シ家ヲgスニハ学術ヨリ要ナノレハナシ然レトモ|行義塾教典!ならびに規則J (袋井則、

| 従来ノ学法ノ、難解ノ文選詩集文集百家ノ審ニテ半生ノ智 l ，
本校設置前ノ概 | ヵヲ費シ人生欠クベカラサノレノ活計ニ暗キノミナラス世I~保存されている f版木j の文寧)と
況J 1 事ニ疎ク其要領ヲ得ガタシ故ニ同志ノ輩ト謀り我山名郡i閉じ内容である。 但し r (附記 字ノ、

久主幹部邑ニ義塾ヲ殺ケ少年ヲシテ智識ヲ開カシメンと欲 |時ノ誤ナラン) J のみ、 『市51:! ・ 史料
ス主主ノ学員IJハ習字話学替輸証券ノ文法数学智理学農学街|編』 にはなく、ここにしかない文意で
法学経済学歴史等ノ大路ヲ知覚シテ各其専業ヲ学ハシメ|ある。倶し『市史』 本編の文章中に、
ハ士農工簡其ノ業 トスノレ所ヲ知リ身ヲ安シ家ヲ笥シ人ノ|これに相当する文家がある。
人タノレ道ヲ知ラハ国家ニ於テ多ク益アラン E 

[ この後に時間~J表があるが、ここには示 し難い。 『袋弁
市史 ・ 史料編』収録の物と同一であるため割愛した。 ]
(附記字ハ時ノ鋲ナラン)
規則

一、東備百疋教授料月々五姶疋宛世話方エ可差出事
一、 義勢草案書独見訳書一日見料一銭ノ事
一、入社ノ儀ノ、毎月廿五日ヲ定限 トス

但年前令ハ八歳以上ノ事
一、月末検査ノ上等級進退ノ事
一、寄宿ノ生徒ノ\証券持参ノ事
一、寄宿ノ滋ハ一ヶ月月俸米二斗二升五合ノ事
但自炊ノ者可為勝手ノ事

一、人ノ寄トナノレ所業於有之ハ退塾ノ事 |→休日は f佳節J (かせつ、祝日のこと)と
一、事故疾病等ニテ在宿ノ生徒ハ其父兄ヨリ趣意文面ニ I r一六j で、当時の一般的なスタイ/レで

テ当 日内エ通達エ及ベシ | 
| あることが分かる。一六日(いちろく一、休日ハ佳節一六ノ事 | 

但一六ハ修身学線開ノ事 |ぴ)は毎月 l と 6 が付く日のことで、
遠州第三拾区久津部邑 i江戸時代から明治初めまでの日本では、

明治五壬申年六月サ五日発校 義益社中 !これが一般的な休日であった。
2 -1 I r第二編J r第四 |一、用行義塾ヲ創設シテヨリ明治十四年十月二十日マデノ、国本|一明I紙第一図、別紙二図は残念ながら

主主 校舎J r第一| 村久津部ニ設置ス !現在のところ所在不明である。

節 本校設置前ノ| 別表第一関ハ記録蓮滅シテ徴スベキモノナカり 【 この間|→用行義塾は設立から明治 14年 10 月
概況J I に fシJ があるべきだが欠落している 1 jJ当時ノ事情ヲ |まで、学校の場所は変らなかったこと

詳ニセノレ日向箆作氏エツキテ英大婆ヲ記載シタルナリ |がわかる。 狭険のため明治 14年に新築
一、明治十四年十月四日広岡村久津部七十九番地ニ友ノ校舎ヲ|されたことが情報No.13ー 1 から判明し

新築ス(別紙二図参照) Iているから、照行義塾は 「関口 十四
木造瓦葺二階家 一棟 |附J 以下に示された新築校舎の大きさ
関口 十四間 卜以下、ここでは略す) I よりも小さかったことがわかる。

2-21 r第二編J r第五 i一、周行義塾ヲ設置シテヨリ明治十四年十月二十日マデハ国本|→用行義塾のあった場所が f番地j ま
耳宣校地J r第一| 村久津部字新屋二千八十番地ノーヲ校地ト定ム(別表第一lでわかる 。 r 国本村久津都字新慶

節本校設置前ノ ! 図参照) 12080-1J である。

概況J 1一、明治十四年十月 二十日広間村久主幹部檎ノ木ニ校地ヲ変更ス |→明治 14年の新築移転場所は「鎗ノ木J
(男IJ表第二図参照) 1と呼ばれていた地であることがわか

る。 久主幹部の名は岡村にあることも。

2-31 r第二編J r第一 |一、明治五年私立用行義塾ノ創設セラレタノレ当時ハ望書類ノ徴ス|→用行義塾設立当時の設位区域(今日

意 学絞殺鐙区 | ベキモノナク其設鐙区域不明ナリ |の学区)は資料がなく不明と記録され

域J r第一節本 1 1ている。
校設置前ノ概況J

2-41 r第二編J r第二|一、明治五年七月有志相謀リテ私立用行義塾ヲ山名郡国本村久|→用行義塾を廃したのは明治 6年 6 月、

寧 学校ノ設廃分 | 津部字新屋ニ設鐙ス |とある。 また、用行義塾のあった場所

合及ピ位鐙J r第 l一、次デ学制ノ公布ニ従ヒ明治六年六月用行義塾ヲ廃シ従前ノ|に、そのまま久津部学校が紋歯された
一節 本校設置前 | 位置ニ公立久津部学校ヲ設僅ス |ことがわかる。 なお戸倉新資料①から、
ノ概況J 1 1久主幹部学校及びその後の学校も、 明治

14年までは舟行義塾の校舎が引続き使

われていたことがわかっている

2-51 r第二編J r第三 |一、明治五年七月ヨり同六年六月ニ至ノレ迄ヲ私立用行義塾ト称|→用行義塾は明治 5年 7月~明治6年 6

主主 学校ノ名称及| ス |月まで用いられた名称であると記録さ
資格J r第一節 1 1れている。
本校設置前ノ ;概

況1
2-61 r第二編J r第三 |一、明治五年七月ヨリ同六年七月ニ至ノレ迄ヲ私立用行義塾ト称|→ここでは用行義塾は明治 5 年 7 月~

宣言 学校ノ名称及| ス |明治 6 年 7 月まで、と記載されており 、
資格J 末尾に挿入 1 11 つ上の情報と微妙に異なっているこ
され綴り込まれて 1 I とがわかる。
いる 「百IJ 白 書事手話高

等小学校概覧J
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|資料No. 1-11 の『沿革誌(袋井東小学校) J より

情報No.
資料中で右の抜書

原文の抜き奮さ ここから分かる用行義豊島関連の事柄
き文章がある場所

2-7 「第一線J r第七 一、創立ヨリ明治十四年一至ルマデハ住宅ノ設ケナカりキ →用行豊島塾には教員主主用の宿泊施設は

意教員住宅j 併設されていなかったことがわかる。
「第一節本校設 従って、掛川から来ていた教員の岡田
鐙前J や国府閏らが滞在する時は、周辺の宿

泊施設か、民家で世話になっていたの

ではないかと想、像される。
4-1 f第四編J 「第一 一、明治十一年以前並エ村松学校エ在職セノレモノニツキアハ |日 →明治十一年より前の職員に関する記

君主 学校級員J 記ノ存スノレモノナク不明ナリ 録がなく、用行義勢に関わった何回や
「第一節序言J 国府間ら教員の名は一切出てこない。

4-2 「第四綜J r第一 [明治十一年度の「清水清太j から、職員の名が夢IJ記された一 →戸倉新資料に登場する教員 2 名、清
宣告 学校職員j 覧表が続くため、原文は略す] 水浴太と緒井隣太郎の名が度々登場し

「第二節本校設 ている。清水は明治 11 年度から 14 年

鐙前J J5tまでの職員の筆頭に記され、 15 年度
以降はその名が消えている。言者;弁は、
明治 14年度に清水の次に記されてから
登場し、明治 16 年以降は職員筆頭に霞
かれ、明治 18 年度まで続いている。 2底
頭は校長を意味することが、 「第一編J
冒頭にある校長の一覧表からわかる。
そこには校長として清水、諸井の名が

ある。
7-1 「第七編J r第一 [明治 22 年度以降の学事関係吏員を列記した記録がこの部分 →戸倉新資料に主主場する長坂霊長得は、

章本校設置後J で、上記と同様に一覧表であるため、必要部分のみを紹介す 長く学務委員を務めていたことがわか

る形で下に記す。 } る。

[戸倉新資料に出ていた明治 13 i手当時の学務委員(教育委員

のようなもの)の 1 人「長坂幸得j が、明治 25 年度-39 年度

まで『学務委員J として記録されている。最後の 39 年度の所
では『勤続』が「十四年三ヶ月」とある。 ]

7-2 [ 向上I [ r 日向謹作J について、「明治二十六年度J の表に『村長J →用行義裂の用務員であったと推測さ
としてその名が記されている。「就任年月日 J は『明治三十六 れる目指]~整作は、明治 36-37 年に村長

年七月二十四日 J とある。翌年度の表にも村長として日向護作 になっていたことがわかる。なお当時
が記され、「退職年月日 j に「明治三十七年四月二十五日 j と の村は久努村。
記されている。 ]

7-3 [向上] 【大正 5 年度の表の最後に、足立隆一 (教育委員会が用行義塾 →舟行義事長があった場所を袋井市教育
の場所を教えてくれた資料に出てくる人名。右欄参照)が、『村 委員会が推定した際に用いた文献証拠
長J r就職年月日 J r大正玉、 一一、一八j として記されている。 を説明するために、問委員会が小楽に
足立は 6-8 年度の表にも f村長J として出てくる。 8 年度の 提供して下さった文書(本誌掲載別項
表では「村長j の「退職年月日 J に f大正八、九、 ニ五J とあ f用行義塾の場所と建物についてJ 参
る。また、昭和 7 年度 ・ 8 年度の表にも足立隆二は「村長j と 照)の中に登場する「足立隆二J が、
して記録されているが、ここでは「就職年月日 J に「昭和七、 大正期と昭和初期に「村長J を務めて
閥、廿五J、または「昭和七、四、 二五J と記されているだけ いたことがわかる。当時の村は、いず
で、退職年月日の欄は空白のままになっている。昭和 9年度に れも久努村。
は別の人物が村長として記録されており、その人の「就験年月
日 J が f昭和九、 二、六j とあるから、その前までが足立隆二

の村長任期であったと考えられる。 ]
8-1 「第八編 ーj 一、創立ヨり明治十一年ニ至ノレマデハ旧記ノ存スノレナク不明ナ 司 f当局管吏ノ視祭一関スノレ件j に関

「第二重量 当局管 リ しては、用行義塾の頃の記録がないこ
吏ノ視察ニ関スノレ とがわかる。
{牛J r第一節本
校設鐙前J

8-2 f第八編一J 一、創立ヨリ明治十一年一至ノレマデノ、書類ノ徴スベキナク不明 →「職員出張等一関スル件J に関 して
f第三章職員出 ナり は、用行義塾の頃の記録がないことが
張等ニ関ス/レ件J わかる。なお、前出の清水清太と諸弁
f第一節本校設 隣太郎については出張の記録が何件か
鐙前j ある。

8-3 「第八編 ーj 一、創立ヨリ明治十ニ年一至ノレマデハ詑録ノ徴スベキナク不明 →『英他重要ナノレ事件j に関しては、
「第五主主 其他重 ナリ 用行義塾の領の記録がないことがわか
要ナノレ事件J r第 る。

一節本校設置

前J
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資料No. l~ll 『沿1(1誌(袋弁東小学校) ~より

情報No.
資料中で右の抜書

原文の抜き書き ここから分かる舟行義塾関連の事柄
き文章がある場所

8-4 [向上 1 明治十四年度 →戸倉新資料で判明している明治 14年

十月 二十日 新築校舎の落成式ヲ挙行シ静岡県令盛岡山名岩 の校舎新築に関して、その結成式が 10

田郡長等磁場セラレ飯ノレ盛会ヲ極メタり 月 20 日に盛大に行われたことがわか !

此日県令ヨリ金七円郡長ヨリ金弐円ヲ寄贈セラ る。

ノレ

8-5 [同上] 明治十六年度 →戸倉新資料に受場する教員 ・ 諸井燐
五月十六日 制導諸井隣太郎氏生徒用傘弐拾五本ヲ寄附セラ 太郎が、学校に生徒用の傘を寄附して

ノレ いることがわかる。

8-6 「第八縞ーJ 明治ー十六年度 →用行義軍基の発起人の 1 人である足立

「第五~ 其イ也重 十一月廿五日 足立寅一氏ヨリ石第三百本ヲ寄贈セラノレ 貧ーが、 明治 26年も健在で、学校に石

要ナル事件J f第 2誌を寄贈している ことがわかる。

ニ節本校設置

後j

9-1 f第八編ーJ {昭和 47 年度の中に、以下の記録がある。 ] →創立百年の起点は、用行義塾の発足
[寧立てはなく、 時から数えていることがわかる。
日誌のように編年 同 ( f十一月 J ) 十八日 創立百年記念児震関係行事実施
{本で行事等が記録 同二十一日 創立百年記念式典

されている。 ]

[表 4 ・ 以上 ]

表 5 W沿.$誌(習l目尋常小学校) A から得た用行事量塾関連の情報

資料No.12~13 の『沿革誌(吉11 目尋常小学校) J より

情報No.
資料中で右の抜書

原文の抜き番き ここから分かる用行義塾関連の事柄
き文章がある場所

12-1 明治 22 年 3 月 24 本校及両分校トモ註著書授与式及退学式ヲ執行ス →用行義塾の発起人の 1 人 ・ 足立競一郎
日の条 生徒一間ハ午前九時ノ号鐙 卜共ニ受持教員ノ指栂ニ随ヒ式場 が、明治 22~ 3 月 24 日に f役場員j と

ニ列シ退学生ノ父兄及其他有志九名役場良足立締一郎氏本校 して卒業式に出席し、演説も行っている
長以下各一定ノ場所ニ整列スノレヤ校長ヨり本日ヲ以テ経書授 ことがわかる。
与及退学式ヲ挙行スノレ旨エ付演説アリ主主レヨリ及第生一人
ッ、ヲ i呼出シ校長ヨリlliE饗ヲ授与セラレアルヤ足立氏及職員

中二三ノ演説アリ皆其主趣ノ、及第ヲ祝スノレアリ尚奨励ヲ弁ス

/レアリ或ハ落第生ヲ慰メ替励心ヲ惹起セシムノレアり或ハ退学
生ニ対シ以後ノ方針ヲ定メラレタシト望ムアリテ最後二唱歌

ヲ奏シ其式ヲ了ス

12-2 明治 22年 6 月 30 久努村長 杉山兼作 →用行義事告の発起人の l 人 ・ 足立締一郎
日の条 同助役 足立締一郎 が、明治 22年 6 月 30 日に久努村の助役

同収入役杉山徳三郎 に就任したことがわかる。

右就任認可相成タリ

12-3 明治 22 年 8 月 24 本学区国本人足立五郎作氏ハ幼年頃本校ヲ卒業シ爾後札幌幾 →ここから、ある文献で用行義塾の卒業
日の条 学校ヲ卒業セラレ学位ヲ帯ヒテ帰省セラレタリ 生と記されている足立五郎作が、明治 22 1

毎月 時土として帰省した ξ|
がわかる。但し、 用行義塾は長くても 1
年しか摩史がなく、卒業生を出したとい

う記録もないので、舟行義畿を『卒業J

した者はいないと推測される。「卒業J
というのは、その後の後身学校のはずで

ある。 彼を用行義塾の卒業生と苦言いてい
る文献は確かにあるが、それは間違いで

あろう 。
12-4 明治 22年 11 月 3 天長節 拝事霊式 →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助

日の条 明富嘉仁親主殿下立太子式 役 ・ 足立競一郎が、明治 22 年 11 月 3 日

右両式・( 1 字判読難] 執行ノ当日ナノレヲ以テ本校二於 の天長節の式典に出席していることが
テモ恭ク阿式ヲ祝スノレノ式ヲ議テ挙行スノレノ賜ヲ負フ わかる。
右エ付キ藤本校長湯沢訓導ニハ質表ヲ本県へ差出ス

校門へ国旗ヲ掲ケ構内ヲ清メタリ

午前八時三十分迄ニ生徒一同登校シ職員一同モ之ニ先ツテ出 →「先ツテj の fツj は fシj であれば

やが f先んじてj と統めるが、 fy J では意味
校シ続ケテ村役場ヨリ杉山村長足立助役出校セラレ嬢テ号鍵 がとれない。原文は明らかに『ツj と統
ニヨり各受持教員ノ、各期ノ生徒ヲ式場ニ整?IJセシメ正面ニハ めるが誤記ではないかと恩われる。
{以下略]
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資料No. 12.......13 の『沿革誌(百IJ 自尋常小学校) J より

情報No.
資料中で右の抜番

原文の放き書き ここから分かる用行義艶関連の事柄
き文章がある場所

12-5 明治 22 年 12 月 24 授業ノ終業式ヲ執行ス →照行義塾の発起人の 1 人で当時の助

日の粂 役場ヨリハ杉山村長足立助役来校セラレ本校職員一向及各 役 ・ 足立諦一郎が、明治 22 年 12 月 24
期生徒(分教室生徒モ加入)ハ午前八時三十分迄ニ出校セ 日の終業式に出席していることがわか

リ [以下略] る。

12-6 明治 23年 1 月 8 13 例年ノ通り生徒ノ新年拝賀式始業式 [ r新年~始業式j までの →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助
の条 部分は分ち書き ] ヲ執行ス 役 ・ 足立諦一郎、及び舟行義塾の発起人

[中略 1 の 1 人 ・ 足立英三郎が議員として、更に
午前八時四十分迄に生徒一同及藤本校長藤原訓導足立山本両 用行義事長の発起人の 1 人 ・ 足立貫ーが有

授業生杉山村長足立助役長妓拳得辻弥七郎植田藤平鈴木紀・ 志者として、また、戸倉資料で登場する
[ 1 字単l読難}足立英三郎ノ五議員外有志者足立貧ータト三名来 長坂幸得が「議員j として、 明治 23 年 1
校セラレ九時ノ号鐘ト共エ受持教員ハ各期ノ生徒ヲ式場ニ整 月 8 日の新年拝賀式 ・ 始業式に出席して

列セシメ [以下略] いることがわかる。
12-7 明治 23 年 2 月 11 紀冗節拝賀式執行ス →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助

日の粂
陪..

役 ・ 足立議一郎が、明治 23 年 2 月 11 日
英式場ノ整燈等ハ略新年拝賀式均ク校長ヨリ 神武天皇ノ

御聖徳ニ関シ演説アリ~エ足立助役ノ演説アリ始終唱歌ヲ
の紀元節に出席し、演説をしていること

以テ秩序敬礼ヲ立テタリ
がわかる。

12-8 明治 23年 3 月 22 経望書授与式及退学式ヲ挙行ス →用行義塾の発起人の l 人で当時の効
日の条 役場ヨリ足立助役来校セラレ村会ノ議員ニハ長坂幸得足立笑 役 ・ 足立締一郎、及び用行義塾の発起人

三郎鳥居積蔵ノ三氏来校セラレタリ の 1 人 ・ 足立英三郎が議員として、 更に、

戸倉資料で重量場する長坂霊長得が議員と | 
して、明治 23 年 3 月 22 日の卒業式に出

賭していることがわかる。

12-9 明治 23 年 12 月 24 本日ヲ以テ授業終業式ヲ執行ス →用行義塾に用務員として関係してい
自の粂 杉山村長日向助役及村会議員三名来校セラレ {以下略] た日向護作が助役として、明治 23 年 12

月 24 日の終業式に出席していることが
わかる。同時に、元の助役 ・ 足立締一郎

はこの頃には、助役の職を辞しているこ

ともわかる。
12-10 明治 24年 1 月 8 日 授業始業式及生徒ノ新年拝賀式ヲ挙行ス →用行義艶に用務員として関係してい

の条 役場ヨりハ村長及日向助役来校セラレ村会議員及有志者ニ た日情]~整作が助役として、また用行義勢
ハ足立貫一足立英三郎長坂拳得辻弥 [ r弥J は『孫」にも見 の発起人である足立貧ー ・ 足立英三郎、

えたが、 別資料(情報No.13-3) で「弥j であると確定} 七 更に戸倉資料で登場する長坂署長得、また
郎鈴木銀蔵組問藤平石川重量作諸井和三郎鳥居積蔵片 【 f片j 前出の足立五郎作が、明治 24年 1 月 8
は f戸j にも見えたが、買IJ資料(情報No.13-3) で 「片j で 日の始業式 ・ 新年拝賞式に出席している

あると確定】 悶源次郎杉山半蔵清水仁三郎ノ鰭氏外農学1等 ことがわかる。足立五郎作は演説も行つ
土足立五郎作氏来校セラレタり {中略] 次ニ足立農学博士 ている。

ノ演説アりテ後唱歌ヲ以テ其式ヲ了リ各 陛下万歳ヲ合唱

セリ

12-11 明治 24 年 2 月 11 紀冗節ー付謹テ休業シ門前へ国旗ヲ錫ケ校長訓導ーハ県庁へ →用行主義豊島に用務員として関係してい
日の粂 賀表ヲ差出セリ又当校拝賀ノ式ヲ挙行セリ其景況ノ ー斑ハ午 た日向慈作が助役として、明治 24 年 2

前九時迄ニ学校職員七名及生徒一同登校シ役場ヨリハ日向助 月 11 日の紀元節式典に出席しているこ

役議員三名来校セラレ議テ生徒ハ受持教員ノ指揮エ由ツテ式 とがわかる。

場エ獲チIJスノレヤ [以下略]

12-12 明治 24 年 11 月 3 天長節拝賀式ヲ挙行シ藤本校長小林鈴木藤本ノニ問1)導ニハ本 →用行義塾に用務員として関係してい
日の粂 県庁へ質表ヲ郵塁シ奉りタロ た日向議作が助役として、明治 24年 11

此日天気甥ニ天一点ノ黒雲ナク門前ニハ国旗ヲ掲ケ午前八 月 3 日の天長節手平賀式に出席しているこ
時四十分迄ニ各期生徒一同及駿員一同並杉山村長臼向助役 とがわかる。
主主校セラレ [以下略]

12-13 明治 24年 11 月 20 さき 司照行義塾に用務員として関係してい朝時キニ校長ヨリ請求セシ震災破損箇所修繕ノ件村会ニ於テ可
自の条

決シタノレ旨ニ付日向助役出校セラレ大工小島忠七及左官原悶
た日向護作が助役として、明治 24 年 11

角太郎へ金六十有余円ヲ以テ工事ヲ命ゼラレタリ
月 20 日に小学校に出向き、修繕工事の

指示をしたことがわかる。
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降料ぬ12~13 の『沿革誌(動l 目尋常小学校) ~より

|資料中で右の抜書|
情報ぬ I;;;]j~;~m;-i l 原文の抜き書き | ここから分かる舟行騨関連の糊

lき文章がある場所|

13-1 I (ー)学校創設及廃|明治五年有志相銀リ私立舟行義軍基ヲ宇久津部エ設立シ同年i→私立用行義塾は明治 5 年に設立され、明
止分合ノ事 l八月政府始メテ学制ヲ頒布セラレ従ツテ同六年六月浜松県l治6年6月に公立久主幹部学校に改められた

第百二十五号逮ニ基キ第十一大区十二小区公立久津部学校!と記録されている。

ト改メ後十二年九月教育令四十七ヶ粂ノ頒布ニ基キ静岡県|
甲第二百八号途エヨリ愛聖子広岡国本ノ三村聯合シテ公立小|→明治 12 年 9 月に三村迷合の公立小学校

学校剖目舎ト改メタリ然/レニ年々就学生ノ多数ニ及ピ校主主|劃j自舎に改められたことがわかる。

ノ狭キヲ義援ジ衆議ヲ凝シ新築ノ工ヲ起シ十四年十月ヲ以テ|→明治 14 年の新築移転は、!日来の校舎が
功竣/レヲ告グ悶テ其廿日ヲトシ盛ナノレ開校ノ式ヲ挙ケ大迫|狭いことが原因であったことがわかる。

静岡県令小野田盛岡山名態田郡長等ノ臨場ヲ賜リタリ同十|→明治 14 年 10 月 20 日に新築校舎の開校

六年広岡村外四ヶ村(国本、愛野、愛沢、高尾)ヲ以テー|式が県令以下を招き、盛大に挙行されたこ
行政区域ト定メラレ従ツテ十九年二月静岡県甲第十二号ヲ!とがわかる。

以テ一行政区域ノ、一学区一小学校ノ制ヲ敷カレタノレニヨり |→明治 16 年に 5 村が 1 つの行政区域に

苦IJ 目舎ヲ以テ公立小学百IJ 目 尋常小学校トシ鐙沢、高尾ノ両!なったことがわかる。
所へ分校ヲ笹キタリ其後廿一年四月十七日法律第一号ヲ以|→明治 19 年 2月に公立小学制目尋常小学

テ市町村制ヲ公布セラレ従ツテ廿二年県令第十九号ニ基キ|校となり、分校を鐙いたことがわかる。

l自国本広岡及周智郡ノ村松ナノレ三村ヲ以テー 自治区ニ造成|
シ山名郡久努村ト改称相成リタノレエヨり県令第廿一号ニ由|→明治 22 年に 3 村が合併し久努村とな

ツテ久努村吉IJ 回尋常小学校ヲ改殻スノレニ歪レリ(鐙沢高尾|り、これにより、久努村税目尋常小学校に

愛里子ハ分隊セリ)同廿三年十月六日勅令第二百十五号ヲ以|改められたことがわかる。
テ小学校令ヲ公布セラレ伺廿五年一月四日県令第一号ヲ守

[ r守J はママ ] テ同年五月一日新ニ久努村立前回尋常小

学校ヲ設置セリ |→明治 25 年 5 月 1 日に久努村立制目尋常
明治廿六年十一月一日高等小学校ノ教科ヲ併鐙スノレノ件許|小学校に改められたことがわかる。

可トナノレ因テきをニ久努村立制目尋常高等 [ r尋常J r高等JI 
の部分は原文では分ち書き I 小学校トナノレ i→明治 26年 11 月 1 日に高等科の設償が認

可され、久努村立青l 目尋常 ・ 筒等小学校に
改められたことがわかる。

13-2 1 (四)学校経営毎年|明治廿六年十一月廿六日 生徒へ附与ノ主意ニテ注ノ品ヲ|→用行義塾の発起人の 1 人 ・ 足立貫ーが、

度教育費予算決算i寄附セラ/レ |明治 26 年 11 月 26 日に石筆を寄附してい

ノ款項及授業料パ一石筆三百本 寄附者足立貫一 |ることがわかる。但し、情報の鋲りがどこ

多寡苦手附金等ニ関I 1かにある模様。
スノレ事 | 【但し、 「一石筆三百本」の文字の上に簿い和紙の紙
[ r毎年J から「害事| 片が貼られており、紙片には「記載ヲ誤ノレj と記され

F付金者事J までの部分| ている。 r石第三百本J には何らかの誤りがあること

は原文では分ち舎| になるが具体的には不明。本数の誤りであろうか。 1

き ]

13-3 I (十四)儀式ノ概要|明治廿五年一月六日始業式ヲ挙行ス |→用行義塾の用務員であった日向議作が

児童卒業修成証書| 午前八時三十分迄エ本校職員一同出校シ生徒一同及役|助役として、また舟行義塾の発起人の 1
授与式学校創立記| 場ヨリ杉山村長日向助役t議員ニハ足立英三郎辻弥 【問|人 ・ 足立英三郎と同 ・ 足立締一郎及び戸倉

念式祝祭日新年式| 違いなく『弥J と読める ] 七郎長坂幸得片 【間違いな|新資料に笠場する長坂参得が「議員J とし

入学式等ノ類 | く f片J と読める ] 回源次郎石川賢作鈴木銀蔵範囲藤lて、さらに前出の足立五郎作が、明治 25
[ r児童J から f等| 平足立締一郎ノ路氏並本村出身ノ農学土足立五郎作エl年の始業式に出席していることがわかる。

の類j までの部分は| ハ何レモ一定ノ席ニ列セラレ君ガ代ノ唱歌ヲ奏シ次ニ!足立五郎作は演説も行っている。

原文では分ち書き 1 1 校長 勅語を奉読シ夫レヨり訓導以下ノ祝辞或ハ演説

生徒ノ答苦手足立五郎作氏ノ演説アリタリ例=ニヨリ生徒
各自へ白紙一帖ヅ、ヲ与フ

13-4 1 [ 向上 1 I 同 【明治 25 年I 二月十一日 |→用行義塾の用務員であった 日肉鐙作が
紀元節遥拝ノ儀式ヲ挙行ス |助役として、明治 25 年 2 月 11 日の紀元節

午前八時三十分迄ニ本校職員一同及生徒一同受校シ役|に出席していることがわかる。
場ヨりハ日向助役登校セラノレ君ガ代雲ニ量産ユノレ高千穂

ヲ奏シ以テ祝意ヲ表彰シ奉ノレ

訓導;以上ハ本県庁へ質表ヲ差出ス
記念ノ為生徒各自へ鰻頭四個ヅ、ヲ与フ

13-5 1 [向上 1 1同 [明治 25 年 ] 三月 廿四 日卒業修成証書授与式ヲ挙行ス |→用行義塾の用務員であった日向慈作が
{中略 1 1助役として、明治 25年 3 月 24 日の卒業式
午前九時校主主後糠ノ教室ヲ以テ式場トシ職員生徒一同一定|に出席していることがわかる。

ノ場所ニ整列シ役場ヨリハ杉山村長田向助役列席議員五六

名モ列席セラレ [以下略]
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際料ぬ12-13 の『沿革誌(昔IJ 目尋常小学校) J より

情報No.
資料中で右のま友香

原文の抜き書き ここから分かる用行義豊島関連の事務
き文章がある場所

13-6 [向上] 同 [明治 25 年 ] 十一月二日 →明治 25 年 11 月 3 日の天長節遥賀式・御
天長節遥賀式御影拝簸式 [ r天長 ......式j までの部分は原文 影拝裁式に、舟行義塾の用務員であった日

では分ち舎き l 挙行其景況左ノ如シ 向鐙作、及び用行義塾の役立者である足立

午前十一時生徒二百O玉名ヲ二隊エ組ミ教員一同之ヲ号|率 英三郎、足立貫一、足立締一郎の 3名、ま

シ 雨降下御影家迎トシテ役場門前迄出張シ杉山村長ハ御 た戸倉新資料に出てくる長坂幸得が出席

影ヲ捧持シ泰リ役場ヲ出ツノレト均ク生徒ノ、君カ代ノ唱歌ヲ していることがわかる。

二回唱へ了ノレヤ警察官上俊弥太郎氏ノ警護エ由ツテ村長ハ
御影ヲ俸持シ奉リ学校二向ツテ発途シ教員一向ハ生徒ヲ引

率シ供傘セリ途中各戸ハ皆国旗ヲ掲ケ祝意ヲ表セリ校門前

ニハ村会議長町村吏員学務委員等ニシテ日向鐙作足立英三

郎足立貫一足立諦一郎長阪幸得大原太三郎鈴木栄次郎清水

重=郎等ノ穏氏塁審迎殺敬干しヲ表セリ [以下略]
13-7 [向上 l 同 I 明治 27 年 3 月 ] 廿四日 吋用行義塾の用務員であった日向謹作が

証書授与式ヲ行フ 助役として、また用行義径の設立者の 1 人

来賓ハ日向助役鈴木杉山両学務委員及ピ足立葵片田ノ である足立葵(英三郎)が、明治 27 年 3

二議員ナリ又甲科生へハ東半紙三帖ヅ、乙科生ヘハ肉 月 24 日の卒業式に出席していることがわ

二帖ッ、丙科生へハ同一帖ッ、貧セリ 力、る 。

13-8 【同上] [明治 28 年】 二月廿四日 →用行義塾の用務員であった日向龍作が

従容授与式ヲ行フ 助役として、明治 28 年 3 月 24 日の卒業式

来事空杉山村長日向助役杉山鈴木ノ両学務委員ナリ に出席していることがわかる。

13-9 I 同上 ] 同 [明治 29 年] 二月廿四日 →明治 29 &:手 3 月 24 日の卒業式に、足立助

!iiE害事授与式ヲ挙行ス足立助役鈴木学務委員列席セラレタ 役が出席。 目前l助役の後の助役と考'えられ

リ るが、この時の「足立j が維であるのかに

ついては不明。

13-10 (十五)本校教育 。諸井隣太郎氏ハ前本校ノ訪11導トナリ辞シテ後盛岡、浦川学 →明治 27 年 8 月建立の緒弁隣太郎の石碑

ニ付箸シキ功績ア 校及山名郡御E語学校ノ首席馴導ヲ参戦シ後チ出京シテ大学 建設に関して、日向護作や長坂室長得が尽力

リシ者ノ氏名及事 簡易科ニ入学シ明治廿五年夏季ノ際卒業シ次デ女子高等女 したことがわかる。

実ノ事 学校尋常師範学校尋常中学校ノ博物地理ノ教員タノレ事ヲ免
許セラノレ\ノ栄ヲ負ヒタリ然ノレニ卒業後病魔ノ侵ス新 トナ

リ時益病勢家!!シク同年十二月自宅即本村字広岡ニテ死去セ

ラレタリ越へテ明治二十六年八月ノ ・ [ 1 字判読難] ヨ日間
窓若シクハ生前ノ友人阪部要司大木文蕨長関稔吉太問繁治

藤間栄吉鈴木重作高塚隆二郎藤本彦四郎広く有志ノ寄附金

ヲ乞ヒ一大墓碑及ヒ時石 [ r及ヒ碑石j の文字の上に赤色で

縦棒線が 1 本号|かれている。 削除の意味であろう ] ヲ広岡地
内下質名ニ建立シ其本校運転職中ノ功績ヲ表ハス

o石狩ハ同廿七年八月広岡地内翠塚(学校ヲ距/レ西南百歩)
ト称、ス/レ地へ建設セリ(目前1態作長坂幸得等ノ諸氏尽力セラ

ノレ)

13-11 {ー十一)必要ト o 向 [明治 26 年] 十一月一日 申第二十四号(本県)沿革 →明治岬 12 月 1 自に県から沿輔の編|

~.gムノレ諸件 誌編製心得ヲ発セラ/レ 成に関する心得の指示があったことがわ
かる。 この時から編纂が開始されたのでは
ないかと推測される。舟行義裂とは直核関
係、ないが本資料を湾える上で11!褒な情報
なので記した。

13-12 [ 向上 ] [時期に関する記載はないが、明治 27 年 4 月の情報と 6 月 →明治 27 年 4-6 月頃、 用行義塾の設立者

の情報の問に記載されている。その頃と推定される} の 1 人 ・ 足立貧ーが、自身設髭の会社が製

本村国本 足立貫一氏ヨリ
進した簡席を 2 枚寄附したことがわかる。

。

自 己ノ紋鐙ニ係ノレ碕席会社製造ノ繍席二枚ヲ寄附セラレタ

り

[表 5 ・ 以上 ]

今日では『袋井市史史料編四近代現代~ (W市史 ・

史料編』と略す)において、その全文が活字で紹介され

ており (2)、未公刊の『沿革誌』に拠らずとも誰でも見る

ことができるようになっている。 従って、この部分に関

する『沿革誌』の情報は、現在では特に価値はない。

関する情報を、先行研究ではどの程度まで引き出すこと

に成功しているのであろうか。

それでは、この他に『沿革誌』から分かる用行義塾に

まず『袋井市史 通史編~ (以下『市史~) (3)であるが、

『市史』の執筆者は、用行義塾に関する記述をするにあ

たって、 『市史・史料編』所収の資料は用いているが、

『沿革誌』そのものは利用していない可能性がある。 『市
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史 ・ 史料編』は、用行義塾に関する f現時点におけるす

べての史料J を収録したと記している (499 頁)が、収

録されている 5 つの史料のうち、 4 つは国立史料館所蔵

の旧久津部村文舎からの転裁である。残り 1 つが《設立

趣意書》と「規則J ;をセットにした史料のことであるが、

その出典は『袋井東小学校所蔵J と記されているだけで

(299 頁)、そこに f沿革誌j の文字はない。おそらく袋

井東小学校に残る「版木J の情報だけを得たのではない

かと想像される。

ただ『市史』本文では、明治初期の小学校の変遷を図

示するに当り、 f基本的に各学校の 「沿革誌j によって

いる j と記している (1039 頁)から、袋井東小学校のそ

れも見ている可能性はある。しかしながら、 『市史』の

用行義塾に関する記述部分では「沿革誌J を利用して書

いたことを示す文字はどこにも存在しない。事実『市史』

の記述は、 『沿革誌』がなくても『市史 ・ 史料編』に収

録されたものだけで執筆できる内容になっている。

加えて、『沿革誌』を詳しく分析したならば、例えば、

所在地の住所や、建物の推定など、本稿で示すように、

用行義塾に関する更に細かな情報も得られるので、それ

らの言及もできたはずである。しかし、そのような記述

は一切ない。

以上のことから、 『市史』は、 『沿革誌』を見ている

可能性はあるが、それを活用して用行義塾を述べてはい

ない、というのが筆者の評価である。

これに対して、 (その 1) の冒頭で紹介した『静岡県

教育史通史策上巻』、『静岡県教育史年表統計編』で

は、袋井東小学校に残る『沿革;苦;~を用いたことが出典

に明記されている。但し、そこで紹介されている内容は

《趣意書》から分かる情報のみで、そのレベルは『市史』

と大差はなし、。そのことは(その 1 )でも既に述べた。

しかしながら、『市史』よりも評価できる点が l つだけあ

る。それは発行の時期である。 w市史 ・ 史料編』が発行

されたのが昭和 58 年 1 月 31 日、 『市史』のそれは同年

11 月 3 日であるのに対して、『静岡県教育史 通史篇上

巻』、『静岡県教育史 年表統計編』は昭和 42~47 年の刊

行ωであるから、『市史』が差是場するより 10 年以上も前

のことである。そのため、『静岡県教育史』を編纂した

人々は『市史 ・ 史料編』で活字化された用行義塾の《設

立趣意書》及び「規則J を読んではいない。用行義塾を

紹介するにあたって使用したものは『沿革誌』のみとい

うことになる。その意味で、『静岡県教育史』 編纂者は、

『市史』よりも前に、初めて《設立趣意書》の内容を紹

介したことになり、その点は高く評価されてよい。しか

し、そこで用いられた『沿革誌』の情報は、情報No.l-l

に記された内容のみであり、後の『市史』と同レベルで

ある。この文献でも本稿で示すような『沿革誌』から得

られる他の細かな情報には気付いてはいなし、。

3 つ目の文献として、これも(その 1 )官頭で紹介し

た松下正「近代教育の察明期に学校を支えた人々 J (磐悶

歴史の会『磐田人物往来』所収)に着目すると、そこに

は『沿革誌』からの引用であると示した上で、 「失レ人ノ

…J から始まる《設立趣意書》の文章が引用紹介されて

いる (5)。但し、本文では 「袋井東小学校の沿革誌を見る

と J と断り 幸子きがあるにも拘らず、参考資料として記さ

れている典拠資料は『袋井東小学校のあゆみ~ (6) (以下略

す1時は『あゆみJl) のみである。『あゆみ』に引用掲載さ

れている『沿革誌』の文章を孫引きしただけなのかもし

れない。その他、『沿革誌』には記されていないものの、

『あゆみ』だけに記されている情報が紹介されているの

ことから考えても、松下論文は、『治革誌』の笑物を見た

のではなくて、『あゆみ』の内容だけで用行義塾の部分を

書いたのではないかと推測される。

最後に『袋井東小学校のあゆみ』であるが、これは筆

者には長らく幻の資料で、最近 (2015 年 3 月)になって

ようやく見ることができたものである。文書東を袋井東

小学校から借用する際に、小津校長先生から、このよう

なものもありますとして提供された紙製フラットファイ

ノレの中にあったもので、その時に一緒に借り受けること

ができた。筆者は、その時に初めて、これを見た。『あゆ

み』は、『市史』よりも後の昭和 62 年発行の資料である

が、『市史』及び他の先行研究でも使用されていない『沿

革誌』収録の文章を多数引用しながら、用行義塾を含む

自校の歴史をまとめており、立派な文献と言える。

しかしながら、用行義塾に関しては、 r4. 用行義塾の教

育J (8) と題された部分で、《趣意書》と「規則J が紹介さ

れているが、内容は『市史』他と大差はない。それ以外

では、用行義塾の場所として久津部新屋 2080 番地の 1 が

校地で、あったことを、『沿革誌 第二編』第 5 章の記述

(情報No. 2-2) を引用する形で紹介している点ω、さら

に、松下論文でも紹介されたように、当時の地元の有カ

者の姓を列記して、これらの人が設立に関与したことを

言及している点(10)で、他の既存文献にはない価値がある。

その外にも、『沿革誌』に記載されていない別の独自情報

を紹介している箇所もあり、用行義塾の研究においては、

他のいずれの文献よりも有益な資料と言える。

ただ残念なのは、例えば、列挙した有カ者名をどのよ

うに知ったのかについて何も根拠を記していないことで

ある。後に第 3 者が検証できない形の記述になっている

点で、この資料には学術的な意味で大きな問題がある。

また、この資料は用行義塾に特化したものではなく、昭

和 60 年代の袋井東小学校に至る全歴史を網羅するもの

であるから止むを得ないことではあるが、用行義塾に関

する記録は非常に浅い。また、上記とは別の点でも残念

な面がある (11)。

以上のように、『あゆみ』を除く先行研究では、『沿革

誌』を用いて用行義塾を紹介することがあったとしても、

殆どの場合は、『沿革誌』官頭部分に置かれた《設立趣意
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書》と f規則J の内容を用いるだけであった。それらの

内容は既に『市史~ Ií市史・史料編』で紹介されており、

後進の研究者にとっては新規の価値は何もない。

本稿は、それらの既知の情報よりも細かな点まで情報

を抽出しており、また『あゆみ』よりも丁寧かつ多iìkに

用行義塾関連の情報を提供している。その意味で、『沿革

誌』を用いた既存研究のいずれと比べても意義の高いも

のであると自負している。 『沿革誌』から得られた用行義

塾についての直接的な情報設は決して多いとは言えない

が、それでも間接的な情報を加えるとある程度の数にな

るし、今後の研究に役立つ新情報も提供できている。実

際に既にその成果が活用されていることは、 本誌本巻別

掲拙稿をご覧頂ければお分かり頂けるはずである。

(4-2) 用行議塾の場所と建物について

さて、次に、既に知られている上記の情報(情報No.l-1)

以外で、用行義塾に直接関連する情報として今回新たに

判明した事柄を紹介しよう。まずは、用行義塾の場所と

建物についての情報である。

情報No.2- 1 、 2- 2、 2-4 から、用行義塾設立時から明

治 14 年の移転の時まで、学校があった場所が変わってい

ないこと、また、その場所は明治時代の地番で f国本村

久津部字新屋二千八十番地ノ一J (情報No.2-2) であるこ

とがわかった。

既に戸倉新資料①で、 「現在ノ校舎(明治 14 年移転前

の校舎を指すー・小栗注)ハ先ニ九名ノ発起ニテ新設(用

行義塾設置の際に建てたものを指す…小柴注)セシ者ヲ

用イ引続現在来用スJ と警かれていたので、明治 14 年の

移転まで用行義塾の建物がそのまま後身小学校の建物と

して使用され続けたことは承知していた(12)。 今回の調査

で、その番地まで特定できたことは新たな収穫である。

なお、この番地は、前述の通り『あゆみ』でも紹介され

ているが、筆者が『あゆみ』を見たのは『沿革誌』を見

るよりも後であった。

さらに、場所も建物も用行義塾の設立時のままであっ

たものが明治 14 年に移転 ・ 新築された理由は、 「年々就

学生ノ多数ニ及ビ校堂ノ狭キヲ感ジj たため(情報No.・

13-1) であったことも判明した。

明治 14 年に建てられた新校舎については、本稿では詳

しく記さないが、情報No.2-1 の箇所にある『沿革誌』の

記録から、その大きさが判明する。 そのため、用行義塾

創設時に作られ、明治 14 年の移転時まで使われた建物は、

これよりも小さいことが確実となる。 このことは用行義

塾の建物を考える上で有益な情報となる。

なお用行義塾の揚所と建物に関しては、男IJの情報とも

合わせて考察を加える必要があり、男IJ稿(本穏と同時掲

載)でより詳しく検討しているので、そちらも参照、頂き

たい。

(4-3) 用行豊島塾のその他の情報

①区績について

情報No.2-3 に、用行義塾がカバーした区域(今日の学

区)は、それを確かめる書類が存在していないため不明

である、と記されていた。しかし、そもそも用行義塾の

時は、後の久律部学校以降の小学校のように設置区域を

設定する習慣はなかったものと思われる。 近隣から通学

している塾生が多かったのは当然としても、遠くの地域

から住み込みで所属していた 10 代後半の年長の塾生も

存在していたからである。

②舟行事監塾終鷲の時期について

情報No.2-5、ト6 で、周行義塾の名称が明治 5 年 7 月に

始まり、明治 6 年に終駕を迎えたと記録されている。

開始時期の明治 5 年 7 月 1 日は、拙稿「用行義塾の基

礎的研究資料(その 1)J ~ r用行義塾の基礎的研究資料

(その 3)J (13) に収録した表 1~袋 5 の教員 ・ 塾生の出席

状況が全て明治 5 年 7 月朔日 (1 日)から始まっている

こととも符合する。 しかし舟行義塾の「発校J は明治 5

年 6 月 25 日である。 7 月 1 日は授業の開始日である。そ

のことは『市史~ (1036 貰)でも指摘されている周知の

事柄である 。 従って、『沿革誌(袋井東小学校)jでは、

発校日ではなく、授業の開始日を以て用行義塾の『名称J

がスター卜したと位置付けていることが分かる。 正式の

設立日は 6 月の発校日を以てするのが普通であろうが、

ここでは授業開始日を実質のスター トと認識されている。

それだけの違いであるから、ここでは別段、問題視する

程のことではない。

問題なのは終鷲の時期である。 用行義塾の名称で存続

していたのは、情報ぬ2-5 及び情報No.2-4 では明治 6 年 6

月までとなっているが、情報ぬ2-6 では明治 6 年 7 月ま

で、となっている。 6 月と 7 月では 1 ヶ月の差があるが、

なぜこのような違いが生じるのかは分からない。 6 月説

は 2 回出てくるのに対して、 7 月説は 1 度しか出てこな

いので、 7 月と記された部分は誤記なのかもしれないが、

本当にそうであるという明確な根拠はないので、この点、

は留保しておきたい。 開始日に発校日と授業開始日の違

いがあったように、終わりの時期の差にも何か意味があ

るかもしれなし、。

③教員住宅

情報No.2-7 から、用行義塾創立時から明治 14 年までは

教員のための住宅は設けられていなかったことが分かる。

この記録は、換言すると、明治 14 年の移転新築以降は教

員住宅が敷地に併設されたことを意味し、事実その通り

である(14)。

用行義塾時代は、教員の岡悶や国府簡が掛JIIから久津

部まで‘やって来て、時に泊まりこみで授業を担当してい

たことが判明している凶が、用行義塾には教員専用の宿

泊施設はなかった訳であるから、宿泊場合は周辺の宿を

利用したか、もしくは足立家などの民家の世話になって
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いたものと推測される。

④教員について

情報No.4-1 、 4-2 から、歴代の職員(教員)についての

情報を伺うことができるが、記録されているのは明治 11

年以降の情報のみで、それ以前の職員については記録が

存在せず、 f不明J (情報No.4-1) であるとの断り望書きがあ

る。 用行義塾には岡田や国府回、高田の 3 教員がいたこ

とは分かっているが、『沿革誌』からは彼らに関する情報

はイ可も4尋ることはできなカ〉った。

用行義塾そのものに直接関係する情報として新たに判

明したものは以上である。

5. W沿革誌』の情報から見る用行義塾に関連する人

物~考察 2

(5ー1)関連人物の情報一覧

以下に記す内容は、これまでの様に用行義塾の建物や

場所、構造、組織などの実態とは直結する情報ではない

が、用行義塾に関連した重要人物に関して判明した情報

をまとめたものである。これまで名前だけは承知してい

ても、それ以上の情報が皆無であった人物について、 今

回の『沿革誌』調査で初めて何らかの情報が明らかとなっ

たケースが幾っかあった。それらの情報も用行義塾を考

える上で間接的に役立つものと筆者は考える。その考察

については後述する。

『沿革誌』に登場する人物の中で、 2護者が特に注目す

るのは、用行義塾の発起人として名を連ねていた足立英

三郎、足立貫一、足立諦一郎、及び用行義塾当時、同校

の用務員のような立場にあった日向龍作の 4 名である。

他にも用行義塾に関与した人物として判明している者と

しては、 戸倉新資料で明らかとなった用行義塾の発起人

9 名や、『市史』で紹介されている高田、岡田、国府間な

どの用行義塾の教員などがあるが、このうち『沿革誌』

で確認できた者は上記の 4 名のみであった。

但し、用行義塾に笹援の関連性はないが、筆者のこれ

までの研究で知り得た間接的な関連人物としては、他に

何人かの名前が『沿革誌』に記されていた。 例えば、戸

倉新資料に登場し明治 13年当時の学務委員の 1 人であっ

そのため表 4 ・ 表 5 では、 彼らの情報も示している。し

かし、 上述の足立家関係者や日向謹作と比べると 、 用行

義塾とは深い関連性を持たない人物なので、上記の通り 、

一括して紹介するだけに留めておきたい。

残りの重要人物、 すなわち足立家関係者及び日向謹作

の計 4名について、彼らの名が表 4 ・ 表 5 の中で登場す

る場所と回数をまとめ、登場総回数の多い順に並べると

表 6 のようになる。但し、登場回数は、「原文の抜き書き J

の欄に登場する回数だけを数え、 m者による説明欄での

言及は対象と していない。また、情報No.13-9 の所で、明

治 29 年に f足立助役」が 1 件出てくるが、 この足立は誰

であるのかが現状では不明であるため、表からは除外し

ていることを断っておく 。

以下、登場回数の多い順に各人物の情報を紹介する。

(5-2) 日向謹作について

まずは、日向謹作についてである。 彼は、拙稿「用行

義塾の基礎的研究資料(その 2) J (22)で指摘した通り、

表 6 用行事量聖書に関連する人物の登場回数

氏名 表中の場所一情報ぬ 重量場回数

情報tb2- 1 l 
日向t草作

7-2 (2) 

12-9 I 

12-10 1 
12-11 1 
12-12 i 

12-13 I 

13-3 l 

13-4 

13-5 l 

13-6 l 

13-7 l 

13-8 l 

13-10 1 

普十 15 回

2 足立締一郎
12-1 2 

12-2 1 

12-4 1 
12-5 I 

12-6 I 

12-7 I 

12-8 I 

13-3 I 

13-6 l 

言十 10 回

た長坂幸得(16) (情報No.7-1 他)、筆者が用行義塾の場所を 3 足立笑三郎 12-6 

尋ねた際に袋井市教育委員会から回答された文書(17) に

登場する足立隆二 (情報No.7-3。久努村村長を務めた人物。

用行義塾発起人の足立英三郎の子(18))、さらに『沿革誌』

中に掲載されていた職員一覧で最初に登場する校長の清

水清太( W沿革誌 第一編』冒頭の編纂者一覧、及び情報 4 

No.4-2) (19)、同じく職員 ・ 校長として登場する諸井隣太郎

(情報ぬ13-10、 4-2 他) 側、さらに久津部地域から鏡出し

た学士で帰省の際には大歓迎されていた足立五郎作(情

報ト10.12-3 他。 足立家の親族の l 人 (21))の 5 名である。

彼らについても今回の調査では全てを記録に残した。

12-8 l 

12-10 

13-3 1 
13-6 

13-7 

計 6 回

足立寅一
8-6 

12-6 

12-10 1 
13-2 l 

13-6 I 

13-12 l 

普十 6 回
」一・『円引

(補注) r原文の抜書き J 繍に [ ) 付きで付した筆者の注
記だけに登場する場合もあり、その場合は回数の数字
にも [ ) を付けて区別した。
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用行義塾時代に用務員のような立場にいた人物である。

しか し、 彼に闘するそれ以外の情報は、これまで皆無で

あった。今回の調査で、 何も情報がなかったその日向に

ついて 、 後に地元の村(23) の助役、村長を務めるまでに

なっていた程の人物であることが初めて分かった。

日 向に関する情報をまとめると、次のようになる。

第 1 に、 『沿革誌(袋井東小学校) ~が編纂されはじ

めたと考えられる明治 26 年以降において、当時、用行義

塾創設のことを最も詳しく知り 、 校舎の図面を再現でき

るほど情報を提供できていたのは日向謹作であったとい

うことである(情報No.2-2) 。だから、 f沿革誌』の編纂

者も彼に尋ねて、用行義塾の絵図を作成したのである。

但し、 日向の記憶によって作られた f別表第一図j は未

だ発見できておらず、非常に残念である。

第 2 に、日向謹作は明治 36 年 7 月 24 日に久努村の村

長に就任し、明治 37 年 4 月 25 日に退職するまで村長を

務めていたことが分かつた(情報No.7-2) 。

第 3 に、彼が村長になる前から、小学校の行事に参列

している者の中に、 助役の 「 日向J が多数あることが分

かった。各種行事の参加者情報として出てくる「日向J

を、時系列的に箇条書きで示すと以下のようになる。{息

し一部、行事参加以外の情報も含めている。また、 『日

向J ではなく、 「日向龍作J と記されているところは、

ここでも「日向謹作J としている。

・ 明治 23 年 12 月 24 日、終業式参加。 f 日 向J 助役。(情

報No.12司9)

・明治 24年 1 月 8 日、始業式 ・ 新年拝賀式参加。「日

向J 助役。(情報No.I2-10)

-明治 24年 2 月 11 日、紀元節参加加。『日向J 助役。

(情報陥.1 2-1 1)

・ 明治 24 年 11 月 3 目、天長節拝賀式参加。「日向J 助

役。(十青報No.12-1 2)

- 明治 24 年 11 月 20 日、震災で破損した箇所の修繕工

事の指示をするため学校を訪れている。「日 |向 j助役。

(情報ぬ12ぺ3)

- 明治 25 年 1 月 6 日、始業式参加。 r 日 向 j 助役。(情

報No. 13-3)

- 明治 25 年 2 月 11 目、紀元節拝賀式参加。 f 日向J 助

役。(情報No.13-4)

・ 明治 25 年 3 月 24 日、卒業式参加。 f 日向j 助役。 (tï'i

報No.1 3-5)

・ 明治 25 年 11 月 3 目、天長節拝賀式参加。 r 日向謹

作Jo r村会議員町村吏員学務委員等J の 1 人として。

(情報No. I3-6)

・ 明治 27 年 3 月 24 日、卒業式参加。 「 日向」助役。(情

報ぬ13-7)

- 明治 27 年 8 月に建立された諸井隣太郎の石碑建設に

f 日向謹作J が尽カ。(情報No.I3-10)

- 明治 28 年 3 月 24 臼、卒業式参加。『日向J 助役。(情

報No.13-8)

・ 明治 29 年 3 月、卒業式参加の助役は「足立J (足立

の誰であるかは不明)に変わっているので、日向は

29年 3 月までのどこかで助役を退任していることに

なる。(情報No.13-9)

以上の中で、助役の 「 臼向J が r l3向龍作J と同一人

物であると明記された記録は 1 つもない。それゆえ、 閉

じ 日 向姓の別人である可能性もあり得る。しかし、筆者

は、 これらはすべて日向謹作ではないかと考えながら記

録を続けていた。その理由は次の 4 点である。

①明治 25 年の天長節で村会議員町村吏員学務委員等

の 1 人と して 「 日向謹作J が参列しているが、その前後

の行事参加者の中にも 「 日向J 助役が登場している。天

長節の日 向謹作は「村吏J としての参加と解釈し、彼が

助役であった考えれば、すべて辻綾があう。

②もし日向龍作以外の日 向姓の別人が、当時の村政で

活臨していたとしたら、混同しないように名前まできち

んと記していたはずである。例えば足立姓の場合は多数

登場しているので、正にそのように対応して記録されて

いた。それなのに、日向の姓だけで助役を記録している

ということは、混同をもたらすような別の日向姓の人物

が当時の村の要職にはいなかったことを示していると想

像される。そう考えると、明治 20 年代のこの村で要職に

あった日向といえば、 日向龍作のみであったことになる。

そうだとすれば、たとえば、上の天長節の 「村吏J r 日 向

謹作J と 「助役J r 13 向 J も同一人物ということになり 、

日向龍作が助役であったことになるであろう。

③明治 36 年に日向謹作が村長に就任していることは、

上記の第 2 点目の情報から明確であるので、 それ以前の

期聞に助役を務めていても不思議ではない。

④明治27年8月に建立された諸井隣太郎の石碑に閲し

て、 「 日向謹作J が尽力した記録が残っていることは上記

情報No.13- 10 の通りである。その石碑建立の顛末や協力

者の名前をまとめた資料が別に残っている。その資料で

義摘金を出した者が一覧にまとめられているが、その中

に、「金三拾銭村吏山名郡久努村闇本 日向謹作J と

いう記載がある (24) 。 ここでも「村吏j とだけあって助役

とは書かれていないが、先の明治 25 年の天長節の時と問

機に、 f村吏J の「日向謹作j をここでも確認できる。

以上の 4 点、から 、筆者は明治 20 年代に登場する助役の

日向は日向謹作のことであると考えていた。ただし、 こ

こまでの情報では推測の域を出ていなかった。しかし、

この推測は的を射たもので、あった。決定的な証拠が出て

きたのである。

『沿革誌』から離れ別の資料を調査していた時に、思

いがけない所でふと日向の名を見つけた。Ii市史 ・ 史料

編~ 405........406 頁に「四四 小学校生徒修学旅行・運動会

に関する件」 があり、その末尾に明治『廿七年七月二十

日 J 付けで「久努村助役 目向謹作図J と記されてい
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た。この記録から 、 明治 27 年時点で久努村の助役は 日 向

謹作であったことを確認できる。従って、 筆者の調査で

明らかになった明治 23 年 12 月の終業式から明治 28 年 3

月卒業式までの小学校の行事に参加していた『日向j 助

役は、 すべて 日 向謹作ということになる。

以上のことから日向謹作は、明治 23 年 12 月時点で既

に助役であり 、明治 28 年 3 月までは確実に助役を務めて

いたこと、また明治 29 年 3 月より前にはそれを退任して

いたことが判明する。この 6 年ほどの聞は、間違いなく

彼が助役に就任していたと考えてよい。催し実際の就任

はもう少し前からであった可能性もある {25h また、助役

退任後しばらくは不明な期聞があり、明治 36 年に久努村

の村長になっていることが確認できた。但し村長の在任

期間は l 年にも満たない。

従来は全く不明であった日向に関して、 『沿草誌』か

らここまでの情報を得ることができた。彼は用行義塾時

代には用務員のような仕事をしていたが 、 それから 20

年ほど経た明治 23 年以降には、この村ではなくてはなら

ない稜の重要人物に成長していたことになる。

彼の年齢は不明であるが、仮に明治 20 年代 30 年代に

村政の要職を務めていた頃の年齢が 40 歳代 50 歳代で

あったとしたら、用行義塾に関わっていたころは 20 歳代

前半か、 あるいはそれよりも若い 10 代後半という推定が

できる。

また、おそらく用行義塾発起人 9 名の中にいる日向平

三郎とこの日向謹作は関係していると想像される。共に

当該地区の名望家の 1 つであった日向家の一員ではない

かと想像している。日向家も足立家と並んで、用行義塾

とその後身の学校に対しても、また村政にも大きく関

わっていたということになろう。そのような人物が支え

たのが用行義塾であった。

これらの情報は用行義塾の性格を推察する材料として

も用いることが可能で、ある。用行義塾は学制より前に作

られた「私立J の小学校と位置付けられる。そのこと自

体に間違いはないが、実体は純粋な私立学校であったわ

けではない。例えば、代々久津部村の庄屋を務めた足立

家が用行義塾の設立の中心にあったこと、また村の共有

財産を投じて作られたのが用行義塾で3あったことなどか

ら、十分に公的な学校であったと言うべきである。

さらに、 今回判明したことから分かるように、用行義

塾の運営に深く関っていた日向謹作が、 後にその村の助

役、村長になっていたことから、もともと彼は、 学校運

営に抜擢される程の村の逸材で‘あったということになろ

う。以下に述べる他の人物の経歴からも 、 日向と同じこ

とが言える。そのような人たちによって支えられ、設立

されたのが用行義塾であったから、単なる私立学校と片

付ける訳にはいかないのである。

(5- 3) 足立諦一郎のこと

足立諦一郎は用行義塾発起人の 1 人として戸倉新資料

に登場する人物である。戸会新資料では『締J の文字が

使われていたが、『沿革誌』ではすべて f諦」で記されて

いる。 f諦J が正しいと判断して、 今後は特に断らない限

り、彼の名は f諦一郎J で統ーしたい。

これまでの悠者にとって、 足立締一郎なる人物は戸倉

新資料でその名を見ただけで、それ以外に彼に関する情

報は何も持ち合わせていなかった。今回の調査で、彼に

ついても、僅かではあるが情報を得ることができた。

彼も明治 20 年代初期、久努村の助役と村会議員を務め

るほどの人物であった。日向謹作が助役になる前に助役

を務めていたのが彼である。

『沿革誌』の中で足立諦一郎が最初に登場するのは、

情報ぬ12-1 にある明治 22 年 3 月の卒業式への参加であ

る。この時には唯一の f役場員j として参加している。

彼の場合、 助役になったのは明治 22 年 6 月 30 日である

と明確に特定できる(情報ぬ12-2) から、卒業式があっ

た同年 3 月時点では助役ではない。当時の蔚望書きは定か

ではないが、助役になる 3 ヶ月前に既に村の何らかの役

職を務めていたことが分かる。

助役になって以降は、明治 22 年 11 月の天長節(情報

恥12-4) や、同年 12 月終業式(情報ぬ12-5) 、 翌 23 年 1

月の新年拝賀式(情報No.I2-6) 、同年 2 月の紀元節(情報

ト10.12-7) 、同年 3 月の卒業式(情報ぬ12-8) に、いずれも

助役の肩書きで参加している。

明治 23 年 12 月の終業式では参加している助役が f 日

向 J tこ変わっているので、明治 23 年末までのどこかの時

期に助役を辞めていることになる。その後、明治 25 年 1

月の始業式には f議員j の 1 人として参加している (情

報泌1.13-3) ので、助役退任後は村会議員になったものと

見られる。明治 25 年 11 月の天長節にも彼は参加してい

るが、この時には肩書きは明確には記されていない。『村

会議員町村吏員学務委員等」 の 1 人としての参加であり

(情報No. I3-6) 、これらの罪寄書きのうち、どれが諦一郎の

ものであるかは分からない。恐らくは、引き続き村会議

員を務めていたのではなかろうか。

足立諦一郎に関して分かったことは以上である。

(5-4) 足立英三郎のこと

足立英三郎も筆者にとっては、戸倉新資料で用行義塾

発起人の l 人として、その名を見ただけの人物であった。

彼についても今回、僅かながら情報を得た。箇条書きで

示すと以下のようになる。

・ 明治 23 年 1 月、新年拝賀式始業式に f議員J の l

人として参加。(情報No.12-6)

・ 同年 3 月の卒業式に 「村会ノ議員j の l 人として参

加。(情報No.1 2-8)

・ 明治 24 年 1 月の始業式 ・ 新年拝賀式に『村会議員及

有志者J の l 人として参加(情報ぬ.12-10)。彼の場
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合は議員としての参加であろう。

・明治 25 年 1 月の始業式に、「議員j の 1 人として参

加。(情報ぬ 13-3)

・ 明治 25 年 11 月天長節に f村会議員町村吏員学務委

員等J の 1 人として参加。(情報No.13-6)

・ 明治 27 年 3 月の卒業式に「議員Jの 1 人として参加。

(情報地13-7)

彼もまた明治 20 年代に久努村の村会議員を務める稜

の人物で、あった。『沿革誌』から判明した足立英三郎の情

報は以上である。

(5-5) 足立貫ーと偏重のこと
同じく用行義塾の発起人の 1 人である足立貫ーに関し

ても、有志者として式典に参加したことがあること、石

悠と蘭席を寄付したことがあることなど、僅かではある

が『沿革詰』から情報を得ることができた。いずれも明

治 20 年代の情報である。時期の若い順に箇条書書きで示す

と以下のようになる。

・ 明治 23 年 1 月新年拝賀式 ・ 始業式、「有志者J とし

て足立貿ーが参加。(情報No.12-6)

・ 明治 24 年 1 月の始業式 ・ 新年拝賀式に『村会議員及

有志者J の 1 人として足立貫ーが参加。 彼は f有志

者j としての参加であろう。(情報恥12-10)

・ 明治 25 年 11 月天長節に足立貫ーが参加。 「村会議員

町村吏委員学務委員等J の l 人として。 足立は 「等」

に入るのであろうか。(情報No.13-6)

・ 明治 26 年 11 月 25 日、足立寅ーが学校に石筆 300

本を寄贈。 (情報No.8-6)

- 明治 26 年 11 月 26 日、足立貰ーが右筆 300 本を生徒

に寄付。但し「記載ヲ誤ノレj の紙片が該当箇所に貼

付されている。何を誤ったのかは不明。 (情報No.13-2)

・ 明治 27年 4月から 6月頃の情報と推定される時期に、

「本村国本j の足立質ーより「自己ノ設置ニ係ノレ随席

会社製造ノ繭席二枚」が学校に寄贈されている。 (情

報No.l3-12)

これらの情報を見る限り、足立貫ーは他の足立家の人

物のように村政に関係する地位に就いていたことを示す

情報は確認することができない。行事参加者の 1 人とし

て登場する記録の中で、彼の肩書きが明記されているも

のは 「有志者」のみである。

しかし、彼は舟行義塾発起人の 1 人であると同時に、

舟行義塾の設立者として足立儀八と並んで既存の公刊文

献で紹介されたことがある (26)数少ない人物である。また

別の機会に紹介するが、彼自身、家業としての医者を継

いだ人物であるから、地元の名士に列せられる程の人物

であったことが想像できる。 さらに言うと、同じ医者で

あった実弟の足立寛は、のちに陸軍軍医となり顕職を歴

任してその名を馳せる当該地域一番の出世頭である。 加

えて、また足立寛は若い頃には福沢諭吉と深い縁を持つ

特別な人物でもある。そのような弟を有する人物が貫ー

であるが、それらに関連するような情報は『沿革誌』で

は全く出てこなかった。

珍しい情報としては、寅ーが蘭席を小学校に寄付して

いたことが分かった(情報No.13-12)o W沿革誌』からは離

れるが、ここで足立貫ーと龍草に関する事柄をまとめて

記しておきたい。

『沿革誌』を見る前に既に筆者は、 足立貫ーが出した

審物として国立国会図書館に唯一所蔵されているものを

見つけていた。それは『蘭作独案内』という 20 数頁ほど

の小さなパンフレッ卜のようなものである。国会図書館

のデジタノレ化資料でそれを見た。奥付には明治 27 年 1

月 8 日印刷 (r8J の部分のみ手書きの 「八j。他は活字) 、

9 日出版 (f9J の部分のみ手書きの『九J ) と記されてお

り、さらにその左側に全て手書きの縦書き(数字は実際

には淡数字)で、明治 27 年 1 月 9 日再編、明治 27 年 1

月 20 日発行、と魯

されたのは、 学校に繭席が寄贈される 3 ケ月稜前のこと

になる。

『繭作独案内』の奥付には手望書きで f編集兼発行人J

と記され、その下に活字で f足立貫一j の名前が、さら

にその名前の右側に f遠江園山名君事久努村闇本百四十四

番地平民j と印刷されている。 この記録から、久津部地

域には間違いなく足立貫ーという人物が実在していたこ

とを、戸倉新資料や『沿革誌』を知る以前に筆者は確認

できていた。舟行義塾の設立者として紹介する既存文献

では、足立儀八と並んで、単に「貫一J と紹介されるだ

けであったが、貫ーは間違いなく足立姓であることも同

書から承知していた。

参考までに記しておくが、上の苦手物の奥付で足立質ー

は編集発行人と記されていて、著者と記されていないの

には理由がある。長瀬秀次郎という別人が述べたものを

まとめたものが本書であり、足立自身が著した著作では

ないからである。 彼は編集人と言うべき立場でこれに関

わったことになる。国会図書館に登録されている書誌情

報では長瀬の名は一切無く、「著者J r出版者J ともに「足

立寅一J とされているが、この登録情報は正確とは言え

ないであろう。
なつかわ

長瀬は備中撫川の農夫で、一昨年(明治 25 年)より篤

志家の人々から依頼を受け、「中遠地方J (現在の袋井地

域も入る地域)に来て、蘭作と製造の伝習をしたが、自

分では文字が不自由なので、実地耕作諸君のために、こ

れまでの経験をそのまま述べたまでである、と官頭で長

瀬自身が断わっている (2 頁) 。 以下、蘭苗の培養から蘭

草の植付、メIJ取，等々が述べられ、 8 点の挿絵もある。

末尾に、この審物を出したあとで、畳表や花鐘の織法や

機具について別に一冊子を出すつもりであると記されて

いる (20 頁)が、その別冊子は確認できていない。

この書物の発行者が足立貫ーであることから、彼も長
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瀬を遠州に呼び寄せた篤志家の l 人であることは間違い

ないであろう。貫ーは当時、 本気でこの地で随草栽培を

実施しようと考えていたことがこの冊子から伺える。し

かし、なぜ彼が簡草の栽培を手掛けようと考えたのか、

その理由や背景が全く理解できなかった。本容では足立

自身の言葉は何も番かれていないので、 すべて謎のまま

であった。そのような状態であったところ、全く予期し

ていなかった『沿革誌』から、今回の新しい情報に出会

うことになった。彼自身が、当時、 蘭草を用いた敷物を

作る会社を興していたのである(情報No.l3-12)。それが

すべての理由であった。

もっとも何故、彼がそのような会社を始めたのかとい

う根本理由は依然として不明である。久津部村は江戸時

代から花宣が名産品として知られていたようで、寛政 9
年 (1797 年)刊行という『東海道名所図会』にも 、 f沓

部J (くつベ)の名産として花避が紹介され、それを『織

りて諸国へj 商いをしていると記されている (27)。 花窪、

花ゴザは、蘭草を色染めしたものを居座機で織って製造

していたもので、幾何学模様が鮮やかなため、それを店

に懸け並べている様は東海道 「随一の大観J と評された

こともある倒}。かつて地元の名産品であった蘭箪の敷物

を再興しようとして、この時期に彼が力を入れていたの

かもしれない。

いずれにしても、足立貫ーが自らの業として繭草敷物

を扱う会社を自ら輿し、そのために明治 25 年頃から県外

の専門家を招き入れて、本格的に繭草の勉強を始め、そ

のー覇者として上の書物が作られたという事情が、今回の

調査によって初めて判明した。

『沿革誌』の情報で見る限り、足立貫ーという人は、

足立家の他の人たちとはやや異なり、村政に関わったこ

とを示す情報がなく、明治中期には蘭席製造会社を経営

する実業家としての顔を有することが分かつた。やや風

変わりな所がありそうな人物かもしれない。

6. まとめ

以上、袋井東小学校が保管する『沿革誌』を調査する

機会に恵まれたことにより、用行義塾に関する新情報を

幾っか発見することができた。 足立貫ーらの関連人物に

ついても、これまでは『市史』や戸倉新資料でその名前

しか分からず、どのような人物で‘あったかさえ情報は皆

無であったものが、今回の調査によって新たな情報を発

掘することができた。彼らの中には、後の地域の村政で

重要な位置を占める人物が何人も含まれていたことも判

明した。

今回の調査で発見できた情報の絶対量は決して多いと

は言えないが、 しかしその全てが筆者には未知の内容ば

かりであり、今回の調査は有益な成果をもたらしてくれ

た。

特に本誌本巻別掲拙稿で示した知く、用行義塾の場所

と建物に関しては、今回の調査結果も取り入れて考察を

行うことができたので、 実態解明作業に大きな進歩が見

られた。また、同じく別掲拙稿で示した通り 、 袋井東小

学校のホームページで公表されている同校の年表掲載情

報に関しでも、修正が必要であると思われる箇所を幾っ

か発見することに繋がった。

今回の調査が契機となって、 将来、よ り深い調査が、

筆者以外の誰かによって行われることになれば、用行義

塾以後の後身学校の歴史や、それらの学校が位置した当

該地域の歴史について、さらに新しい知見が発掘される

のではないかと思われる。そのような日が来ることを期

待したい。

(1) ((役立趣意書》を(( ))で記す理由については拙稿 f舟

行義塾と編沢諭吉J (~静岡理工科大学紀要』第 22 巻、 2014

年刊、所収)を参照のこと。

(2) ~袋井市史 史料編凹 近代現代~ (袋井市史編纂委員

会綴、袋井市発行、昭和 58 年 1 月 31 日) 299 頁以下に収

録の「一 用行義塾教則ならひ・に規則j がそれである。

(3) r袋井市史 通史編~ (袋井市史編纂委員会編、昭和 58

年 11 月 3 日 、 袋井市役所発行)。

(4) r静岡県教脊史 通史篇上巻J (、静岡県率教育研修

所 ・ 編集、静岡県教育史刊行会 ・ 発行)の発行年月日は昭

和 47年 11 月 3 日、『静問県教育史年表統計篇~ (静岡県

率教育研修所 ・ 編集、静岡県教育史刊行会 ・ 発行)の発行

年月日は昭和 42 年 3 月 31 日である。

(5) 松下正 f近代教育の事実明期に学校を支えた人々 J (毒事国

歴史の会『聖書閏人物往来』、磐田歴史の会 ・ 発行、平成 12

年 9 月 23 日、東海道 400 年祭エントリ ー承認第 216 号、

所収) 51 頁。

(6) r竣工記念袋井東小学校のあゆみ~ (昭和 62年 3月 31

日、袋井東地区文教施設後援会。以下 fあゆみ』と略す)

がそれである。 fあゆみ』の fあとがき J (91 頁)に f文資J

として当時の校長 ・ 土屋健次の名が記されているので、 学

校が編纂し、後援会が発行したもとのみえる。 竣工記念と

いうのは、この時に、旧校舎が耐震校舎に建て替えられた

ことを記念するという意味である。筆者は袋井東小学校に

保存されている資料の中からこれを見た。 図番館等では、

どこにも所蔵を確認できなかった。 なお、この冊子のタイ

トノレであるが、 表紙を見ると f峻工記念 袋井東小学校の

あゆみJ と読めるが、奥付には「袋井東小学校のあゆみ(竣

工記念)J と記されている。「竣工記念J をどこに置くかで、

表記が異なってしまう 。 本研究では、正式に示す時には、

表紙を尊重して『唆工記念 袋井東小学校のあゆみ』と認

すべきであるが、長くなるので『袋井東小学校のあゆみ』

の題名を用いることにする。

(7) 注 (5) 記載の松下総文にある f当時地域には阿部家 ・

長坂家 ・ 松井家 ・ 東の足立家 ・ 西の足立家 ・ 大~家 ・ 日向

家の有力者がいて郷校用行義塾創設の裁を話し合った。設

立資金の調達、建物の用意、教材の準備、指導者の磁保等

にあたっては想像以上にたいへんな努カをしたものと思

われる。 J (51 ~52 頁)という部分がそれにあたる。 このよ

うな記述は『治革誌』のどこにも出てこない。 ちなみに 『あ

ゆみJ 3 頁には、 r (前略)その頃の久津部村には、阿部家 ・
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長担E家 ・ 松井家 ・ 東の足立家 ・ 西の足立家 ・ 大草家 ・ 日向

家等の有力者がいたので、こ うした方々のことであろう。

有力者中のどなたかが中心になって郷校用行義塾発足の

議をま と め 、 設立資金の調達、建物の用意、教材の準備、

指導者の磁保等にあたって並々ならぬ努力をしたにちが

いない。 J とある。『あゆみ』 の文章をほぼ丸写しにしたよ

うになっていることが分かる。

(8) 前掲『あゆみ』、 4~5 頁。

(9) 同上、 3~4 頁。

(10) 向上、 3 頁。

(11) この fあゆみ』の著者は、 戸倉新資料を知らないのは

時期的に致し方ないとしても、 『あゆみ』よりも前に発行

された資料、例えば『慶勝義勢百年史 ・ 下巻J (昭和 43

年発行) 810 頁に用行義裂の設立者名が紹介されているこ

とも知らないようなので、 用行義塾の発起人に足立儀八、

資ーがいたということは全く念頭lこない。そのため、 『あ

ゆみJ 10 頁、 14 頁で足立貫一の名を記しているにも拘ら

ず、足立党の兄であることは紹介しても、Jtーが舟行義塾

を作った 1 人であったことの言及はない。また fあゆみ』

22 頁では、『沿革誌』の本文を写莫で掲げながら、明治 25

年の御真影拝織式(情報No.13-6) のことを紹介しているが、

写真中の文章に式典参加者として足立賞一、足立英三郎、

足立諦一郎、それに日向鐙作らの名が記されているにも拘

らず、やはり何の言及もない。足立貫ーも、足立英三郎、

足立締一郎も、いずれも用行義塾発起人 9 名の人物である

し、日向幾作は『市史』にも去を場し、悠者が用行義事長の 「用

務員j と推定した人物である。もちろん、舟行義塾に関す

る研究が全く進んでいない時期に番かれた資料であるか

ら、すべては止むを得ないことと考え、谷めるつもりは毛

頭ない。

(12) 拙稿「用行義塾と戸倉新資料J (r静岡理工科大学紀

要』第 23 巻、 2015 年 6 月 l 日、所収) 99 頁に紹介した新

資料①に f現在ノ校舎ハ先ニ九名ノ発起ニテ親設セシ者ヲ

用イ引絞現在来用スJ とある。現在の校舎の『現在J とは

明治 14 年のことを指 し、 当時の校名は公立小学制自舎で

ある。 9 名の発起で線設した校舎とは、 用行義製のことを

指している。従って、用行義盤以来、 明治 14 年まで同じ

校舎が使われていたことが分かる。

(13) 拙稿『用行義塾の基礎的研究資料(その1) J は『静岡

理工科大学紀要』第 22 巻 (2014 年 6 月 l 日)に、「用行義

塾の基礎的研究資料(その 2) J と「用行義塾の基礎的研究

資料(その 3)J は『静岡理工科大学紀要J 第 23 巻 (2015

年 6 月 1 日)に収録されている。

( 14) 本誌本巻別掲拙稿「用行義塾の場所と建物についてj

を参照のこと。

(15) 拙稿「用行豊島製と福沢諭吉JO静岡理工科大学紀要』

第 22 巻、 2014 年 6 月 l 目 、 所収)、及び前掲拙稿 f用行豊島

製の基礎的研究資料(その 1) J を参照。

(16) 前掲拙稿 f用行義塾と戸倉新資料のこと J を参照。長

坂の「妓j は戸倉新資料①では f坂J 、『沿:;:誌』でも情報

No.7-1 、 1 2-6 等では『坂J であるが、情報No.13-6 のみ「阪j

の文字が使われている。本研究では、特に断りをしない限

り「坂j で統ーした。

( 17) 注 (14) に同じ。

(18) 足立隆二が足立英三郎の子に当るこ とは、 太田実雄 ・

原川定雄 ・ 共編『原川大和守関係者顛末~ (昭和 46 年 8 月

5 日、袋井図書館蔵) 13 頁の系図から分かる。

(19) 前掲 fあゆみJ 89 頁には歴代校長の一覧があり、 f1

代J として『清水清太 明 11--明治 15J の記載がある。

しかし、 これは、 f沿革誌 第一編』 冒頭に僅かれた「沿

革誌編纂者一覧表j にある「校長氏名J が明治 11 年度の

清水清太から始まっていることから、機械的に清水を fl

代J と付しただけのようである。なぜ、明治 11 年を初代

として しまったのであろうか。明治 10 年以前の学校には

校長がいなかったと言っている こ とに等しいこ とになる

が、 明治 5 年の周行義塾、明治 6 年からの久津部学校にも

校長は必ずいたはずである。そのことを考慮せず、機械的

に清水を初代校長と位置付けたことは軽率な判断ではな

かったかと筆者は考えている。清水は『沿革誌』に校長と

して皇霊場する最初の人物というだけであり 、 初代校長とい

う肩書きは事実を幽げる恐れがあるのではなかろうか。

情報No.4-2 も明治 11 年以降の「職員J の一覧があり、筆

頭に清水が鐙かれているが、 こちらには f校長J の肩香き

は付いていない。校長と明確に判断できる一覧資料は『沿

革誌』 では「沿革誌編纂者一覧表J のみであるから、 『あ

ゆみ』の校長一覧は、これに依拠したものと忽われる。

なお、 清水については戸倉新資料①に略歴がある{前掲

郷稿「用行義塾と戸倉新資料のことJ 参照)。

(20) 諸井についても戸倉新資料①に略歴がある(同上 「用

行義塾と戸倉新資料のこと J 参照)。また、絡を報No.13-10 か

らも分かる通り、若くして逝去したことを惜しむ地元の

人々により記念の石碑が建立されている。同時に『諸井隣

太郎君主導基準建設之顛末~ (編集兼発行 ・ 阪部要司 〔磐田郡

見付町〕、非売品、明治 27 年 9 月 7 日発行。国立国会図会

館デジタノレコレクション)の題名で 20 数頁の小冊子が発

行されている。

なお、 その石碑は今

日も現存し、袋井東小

学校の東隣に位置する

袋井東公民館の南側駐

車場に面した場所に

立っている。元々の場

所がそこであったのか、

元の場所からここに移

されてきたものかは分

からない。 一度1fiJれた

ものと見え、修復跡が

残っている。右の写真

は小泉が 2015 年 3 月

23 日に撮影したもので 『鰭井君之碑銘Jと刻された石縛

ある。

(21) 筆者が初めて足立五郎作の名を見たのは、飯岡宏『静

岡県英学史J (講談社、昭和 42 年 10 月 20 日)の記述から

であった。この警は用行義塾に関 して重大な誤認があり

(この件については別の機会に述べたいと考え、 本稿では

触れなし 、) 、 かっ情報の出典が記されていない点で信滋性

に疑義があることを断っておかねばならないが、五郎作を

用行義塾の塾生の 1 人であったと位置付け、 「当時の土地

の素封家だった足立五郎作(鋳川中学を経て、北海道札幌

中学に入札最も優秀な成績で同校を卒業、当時の英文論

文は同家に現存)J ( 143 頁)と紹介している。

足立五郎作については『岳陽名士伝.n (明治 24 年 10 月

17 日 出版、 山図声高作 ・ 編集発行。浜松中央図書館蔵)に「足

立五郎作君之伝J があり、詳細な紹介がある。そこに、学

を志して東京に出た五郎作が f一族の長者足立党J を訪ね、

その指導を受けたことが記されている (837 頁)。足立寛は

舟行義塾発起人の 1 人 ・ 足立貫一の第(前掲『あゆみJ 10 

頁)であるから、五郎作もまたこの足立家の親族の 1 人で
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あることが分かる。但し、足立一族のどの系列に速なるの

か、 足立覚とは具体的にどのような関係なのか、詳細は

まったく分からない。

(22) 注 (13) を歩照。

(23) 管見の限りではあるが、そもそも用行義塾とその後身

の小学校が位置した久治郎村、及び岡村が吸収合併された

後の村である国本村とその隣の広岡村、さらにはこれらが

合併して成立した後の久努村に関して、例えば歴代の村長

が維であったかということさえ、まとめて記録された資料

は存在せず、詳細は今日も不明のままである。その意味で、

袋井東小学校の『沿本能』は、そこから日向謹作が村長 ・

助役を務めていたことが判明したように、当時の村の歴史

を知ることができる唯一の資料と雷えるかもしれない。筆

者は用行義基盤関連の事柄のみをZ調査したので、 確証をもっ

て脅うことはできないが、この資料から他の時期の役職者

も全部制ペ上げることができたならば、久努村地域の歴史

を再考するのに役立つかもしれない。 {旦し筆者には、それ

を行う 1霊感も時間もない。

(24) 前掲『鯖弁隣太郎君事喜碑建設之顛末~ 8 頁。

(25) 情報No.12-2 で明らかな通り、明治 22 年から助役は足

立締一郎が務めていた.彼も舟行義事長の発起人の 1 人であ

る.その足立が助役として行事に参加したことが分かる最

後は明治 23年 3 月であり(情報No.12-8)、その後の行事に

助役として歩加するのが『日向j である。従って、明治 23

年のどこかで足立締一郎から日向謹作へ助役の交代が

あったことは確実である.本文に記した通り 、 明治 23 年

以降の助役が日向餓作であることは証明できているが、そ

の車t任月日を特定できる材料は今のと ころない。なお、 こ

れも本文に記した通り、日向のあとの助役も f足立』であ

るが(情報No.13-9)、これが足立家の誰であるかは不明で

ある。

(26) 例えば、注 (11) で紹介した『慶慮義務百年史 ・ 下巻』

がそれに核当する。

(27) r東海道名所図会復刻版 上巻~ (平成 11 年 8 月 8
目、羽衣出版。浜絵中央図撚館般) 486 頁に「名産花建 沓

部村の名物として花泌を織て緒園へ'fl.ふJ と記されている。

『貿J は「陶J と同じ意味。問答の原本がJ!政 9 年刊行の

ものであることの記載は向軍事 l 頁にある。

(28) 八木洋行『東海道名物膝架毛J (2009 年 6 月 23 日、静

新新書、静岡新聞社) 202 頁。「海道純一の大観』と記した

のは『東街便覧図略』である。湿地帯であった普の袋井辺

り、砲zy.の栽絡が盛んであったらしい(同)。それなのに、

足立貧ーらが、備中から繭zy.栽培の専門家を招き、学ばな

ければならなかったということは、既に明治の頃には袋弁

地核でのIIUt栽培は衰退し、専門家が弘拭していたことを

意味することになろう。


